
、
 

丁
ン
テ
ス
ト
に
 

だ
、一一
一
人
です
。
 

写
真
右
よ
り
 

〇
木
村
光
子
さ
ん
（
一
一
十
四歳
）
 

（藤
崎
町

）
 

（
銀
行勤
務
）
 

着
物
の
着
付
け
を
勉
強
中
／
 

〇
滝
吉
美
加
さ
ん
（
十
八
歳
）
 

（
木
造
 
町）
 

（
レ
ス
ト
ラ
ン
勤
務
）
 

お
掃
除
大
好
き
／
 

o
今
村
ひ
ろ
み
さ
ん
（
ニ
十
ニ
歳
）
 

（
市
内元
町
）
 

（喫
茶
店
勤
務
）
 

ス
キ
ー
を
始
め
て
一
年
生
ノ

・
 

ミ
ス
津
軽
平
野
の
み
な
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
市

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
花
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

●

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 き
っ

（
云

役
に
立
ち
ま
十
 

シンボルマーク 

人口と世帯 前月比 

男 23,527 (-121) 
女 26,137 （一 1 53) 
計 49,664 （一 2 74) 

Na782 
世帯数 	1 6 , 5 7 5 	(-1 7) 

(3月31げ難寿 住民基本台帳） 
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広報

M
Hり
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き

ソ
と
む
役
に
在
ち
ま
す

「ミ

ス
津
軽
平
野
」
さ
わ
や

み
ご
と
入

「よろしくお願いします」

ン
テ
ス
ト
に

二
、
三
人
で
す
。

写
真
右
よ
り

O
木
村
光
子
さ
ん

(二
十
四
歳
)

(
藤

崎

町
)

(
銀
行
勤
務
)

着
物
の
着
付
け
を
勉
強
中
/

O
滝
吉
美
加
さ
ん

(
十
八
歳
)

(木

造

町

)

(
レ
ス
ト
ラ
ン
勤
務
)

お
掃
除
大
好
き
/

O
今
村
ひ
ろ
み
さ
ん
(
二
十
二
歳
)

(市
内
元
町
)

(喫
茶
庖
勤
務
)

ス
キ
ー
を
始
め
て
一
年
生
/

-
ス
津
軽
平
野
の
み
な
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
市

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
諮
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

前月比

!lJ 23，527 (-121) 
j;( 26，137 ¥ (ー 153)
;n 49，664 (ー 274)
世倍数 16，575 (-17) 

(3月31円現在 住民基本台帳)

人口と 世 帯平成 5年
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紅梅・白梅が -J 千本 

平成Dq5 月 1 ~ 

し会場は、親子でいっはい 

梅

の
よ
う
な

可
愛
い

い
ニ
人
。
 

干
し

餅
、

梅
干
し
、
 

お
い
し

い
で
す
よ
。
（
J
A七
和
）
 

2
 

北般の 
第4回ごL丈が力ら 

「
北
限
の
梅
林
、

今
、
真
っ

盛
り

」
 

を

テ
ー

マ
に
、

四
月
＋
七
日

よ
り

三
十
日

ま
で
、

県
内
の
ト
ッ

プ

を

き
っ

て
開
催
さ
れ
た
、

第
四
回
ご

し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
は
、

好

天

に
恵
ま
れ
、

親

子
宝
さ
が
し

大
会

な
ど
、
各

種
イ
ベ
ン
ト

や
、
ミ
ス
津

軽

平
野
さ

わ
や
か

コ
ン
テ
ス
ト
等
、
 

大
ぜ
い

の
市
民
で

賑
わ
い

ま
し
た
。
 

リユックを背負って 

タ力ラさがしですか？ 

2千本台梅が• 紅梅

梅
の
よ
う
な
可
愛
い
い
二
人
。

、お干

し、し
し餅

で梅
す干

iよし

J 
A 

匂七
和， '--' 

2 、|え1/1(5 "1-5 JJ 1 11 

「〆・

て
か

っ
す

負
で

背
、けし

を
b

ク
さ

ツ
-
フ

ユ
カ

l
ノ

h
p

「
北
限
の
梅
林
、
今
、
真
つ
盛
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
四
月
十
七
日
よ
り

三
十
日
ま
で
、
県
内
の
ト
ッ
プ
を

き
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
第
四
回
ご

し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
は
、
好
天

に
恵
ま
れ
、
親
子
宝
さ
が
し
大
会

な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
ミ
ス
津

軽
平
野
さ
わ
や
か
コ
ン
テ
ス
ト
等
、

大
ぜ
い
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。



東小学校「三弦会」 

五所川原幼稚園 

さつき保育園 

佐
々
木
市
長
は
、
千
葉
要
三
郎

県
産
業
教
育
振
興
会
西
北
五
連
絡

協
議
会
会
長
（
五
工
業
高
校
校
長
）
 

及
び
、
川
村
恒
儀
五
所
川
原
商
工

会
議
所
会
頭
と
共
に
、
十
三
、
十
 

市
誘
致
企
 

四
日
の
両
日
、
市
誘
致
企
業
二
十

社
中
、
十
三
社
を
訪
間
、
不
況
下

で
奮
闘
さ
れ
る
社
員
を
激
励
し
ま

し
た
。
 

最
初
に
訪
問
し
た
、
日
立
東
部

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
津
軽
ユ
場
（
従

業
員
六
百
五
十
人
）
で
は
、
福
山

正
隆
工
場
長
の
、
業
務
内
容
の
説

明
を
受
け
た
後
、
社
員
を
前
に
、
 

「明
年
、
当
市
は
市
制
施
行
四
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま

す
。
 

皆
様
の
製
品
が
、
津
軽
自
動
車

道
を
通
っ
て
、
中
央
（
出
荷
さ
れ

る
日
も
、
も
う
す
ぐ
で
す
。
 

ま
ち
の
顔
と
し
て
、
活
性
化
の

先
達
と
し
て
、更
に
ご
活
躍
下
さ
る

様
お
願
い
し
ま
す
。」
と
、
感
謝
と
 
 

激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

日
立
に
続
き
、
激
励
訪
間
し
た
 

企
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
津
軽
東
芝
音
響
（
株
）
 

〇
（株
）
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
 

〇
（
有）
竹
精
機
 

〇
（株
）
三
友
製
作
所
青
森
工
場
 

〇
協
伸
工
業
（株
）
五所
川
原
工
場
 

〇
（株
）
昭
伸
精
工
 

〇
（株
）
大
久
保
製
作
所
青
森
工
 

場
 

〇
（
株
）
フ
ァ
ッシ
ョ
ン
ア
レ
ツ
 

ク
ス
 

〇
森
羽
紙
業

（
株
）
 

〇
（
株
）
 
エ
ム
ス
 

〇
（
株
）メ
ン
ズ
ピ
ア
レ
ス
 

〇
（
株
）ホ
ク
ェ
ツ
五
所
川
原
工
 

場
 

3
 

平成 5年 5月 1日 

佐
々
木
市
長
は
、
下
ル
県
民
二
郎

県
産
業
教
育
振
興
会
阿
北
五
辿
絡

協
議
会
会
長
(
正
仁
業
向
校
校
長
)

及
び
、
川
村
判
儀
ア
札
所
川
原
商
ド

会
議
所
会
唄
と
化
(に、

十
一一
z
卜

川
刊
の
州
円
、
市
誘
致
企
業
一
一卜

社
中
、
十
-一.
社
を
訪
問
、
不
況
下

で
栴
閲
さ
れ
る
社
員
を
激
励
し
ま

し
た
。

故
初
に
訪
川
し
た
、

υ立
東
部

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
津
粍
仁川棚

(従

業
員
ぃ
ハ
行

κ卜
人
)
で
は
、
制
山

正
隆
仁
川
棚
長
の
、
業
務
内
科
の
説

川
を
受
け
た
後
.
什
員
を
山川に、

「別
年
、

ψ
1
ト
巾
は
ト
巾
制
施
行
問
ト

同
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま

す
。待

機
の
製
品
が
、
津
料
ム
日
動
市
い

道
を
通

っ
て、

小
心
人へ

山川利
さ
れ

る
け
も
、
も
う
す
ぐ
で
す
。

ま
ち
の
顔
と
し
て
、
活
性
化
の

先
達
と
し
て
、
民
に
ご
所
雌
ド
さ
る

様
お
刷
い
し
ま
す
。」

と
、
感
謝
と

激
励
の
こ
と
は
を
述
べ
ま
し
た
。

日
十
日
に
続
き
、
激
励
訪
問
し
た

企
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
津
料
東
芝
立
H

粋
(
株
)

O
(株
)
背
森
フ

ア
ツ
シ
司
ン

O
(有
)
竹
村
機

O
(
株
)
一
二
友
製
作
所
斤
森
仁
川
場

。
協
仲
仁
業
(株
)
五
一山
川
似
仁
川
制

O
(
株
)
附
仲
村
仁

O
(
株
)
大
久
保
製
作
所
山
森
仁

ー
占

l
J
 

O
(株
)
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ
ツ

ク
ス

O
森
川
刊
紙
業

(株
)

O
(株
)
エ
ム
ス

O
(株
)
メ
ン
ズ
ヒ
ア
レ
ス

O
(株
)
ホ
ク
エ
ツ
五
所
川
以
仁

川
場

、|勺Jk"~I ' ，， )J 1 11 3 



津
軽
フ
ラ
ワ

ー
七
ン
タ
ー
を

ド
の
方
か
ら
見
E
げ
た
山
水
の

美
に
心
を
打
た
れ
て
い
ま
す
。
 

長
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
 

ー
県
道
を
挟
ん
で
、
東
に
長
橋

溜
池
、
仰
げ
ば
真
上
に
北
限
の

梅
林
が

一
望
さ
れ
、
項
上
に
は

ス
キ
ー
場
も
見
え
て
き
ま
す
。
 

そ
の
美
観
に
花
を
添
え
る
よ
う

に
少
年
自
然
の
家
が
美
し
い
姿

で
建
っ
て
お
り
ま
す
。
溜
池
の

岸
辺
に
た
た
ず
み
仰
ぐ
風
景
、
 

こ
れ
も
又
見
落
と
せ
な
い
素
晴

ら
し
い
風
景
で
す
。
 

特
に
春
は
大
溜
池
に
小
鴨
が

波
紋
を
描
き
な
が
ら
泳
ぐ
水
面

に
は
、
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
の

姿
が
、
そ
の
ま
ま
映
し
出
さ
れ

ま
す
。
朝
も
又
、
 楚
珠
嶺
よ
り

昇
る
日
の
光
が
天
を
射
し
、
湖

水
に
映
え
る
様
は
神
々
し
い
も

の
さ
え
感
じ
ま
す
。
 

私
は
こ
の
美
観
に
恵
ま
れ
て

い
る
地
元
神
山
の
地
で
日
々
こ

の
湖
と
暮
ら
し
、
心
も
安
ら
ぎ

満
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

『峡
部
落
に
 
名
も
な
く
老
い

て
 
貧
し
く
も
 
自
然
美
は

し
 
わ
が
の
ふ
る
さ
と
』
 

J
R
五
所
川
原
駅
前

に

駐
車

場
（
五
十
ニ
台
分
）
 

オ
ー
プ

ン
グ
 

 

私

の
風
景
 
吃
 

 

斎
 
藤
 
由
 

雄
さ
ん
 

（
市
内
神

山
字

殊

ノ
峰

二
十
三

）
 

 

 

「
山

水
 
の
美

」
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
（
川

‘
 

村
恒
儀
商
工
会
議
所
会
頭
）
で

は
、
こ
の
ほ
ど
J
R五
所
川
原

駅
の
、
旧
国
鉄
貨
物
構
内
跡
地

を
借
り
受
け
、
 一
般
駐
車
場
と

し
て
開
放
す
る
こ
と
と
な
り
、
 

四
月
十
五
日
、
オ
ー
プ
ン
の
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
駐
車
場
は
、
近
い
将
来

市
が
買
収
し
、
ま
ち
の
表
玄
関

と
し
て
整
備
し
て
い
く
も
の
で
、
 

こ
線
橋
の
北
側
千
四
百
二
十
四
 
 

平
方
メ
ー
ト
ル
、
乗
用
車
五
十

二
台
の
駐
車
が
可
能
と
な
り
、
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で

市
立
西
北
中
央
病
院
を
利
用
す

る
方
に
限
り
無
料
と
な
る
も
の

で
す
。
 

式
典
で
川
村
会
頭
は
「
こ
1
1
 

ま
で
の
駐
車
場
不
足
が
解
消
さ

れ
、
中
心
商
店
街
が
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 
 

五
所
川
原
短
歌
会
 

父
の
死
を
悼
む
が
ご
と
く
に
山

つ
つ
じ
葬
送
の
庭
に
ひ
っ
そ
り

と
咲
く
 
山
上
 

和
美
 

九
十
歳
間
近
に
迫
る
妻
の
母
手

ま
り
作
り
を
り
春
の
窓
辺
に
 

北
川
要
二
郎
 

乱
舞
す
る
大
凧
小
凧
そ
の
糸
の

見
え
ぬ
高
さ
に
吸
ひ
こ
ま
れ
ゆ

く
 
大
久

保
堪
三
 

還
暦
の
記
念
と
な
さ
ん
歌
碑
の

竣
る
初
氷
張
り
し
日
の
庭
隈
に
 

佐
藤
 
義
則
 

春
雨
が
雪
に
変
り
て
黒
々
と
舗
 

道
の
濡
れ
る
四
月
の
半
 

小
笠
原
俊
亮
 

残
雪
の
岩
木
嶺
あ
ふ
ぐ
「
短
歌

の
み
ち
」
 
二
分
咲き
の
梅
に
こ

こ
ろ
の
こ
さ
む
 

関
 
喜
代
栄
 

 

短 

 

 

歌 

 

平成 5年 5月 1日 4 

（
善意
の
花

か
ご
」
）
 

＠
市
体
《
属
会
へ
 

〇
囲
西
部
マ
リ
ー
ン

（
佐
藤正
三
社
長
）
廿
ボ

ー
ト
シ
ョ
ー
の
益
金
五
万
円
 

,
 

「
山

水

作
粁
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を

〈、ノ
f
J
P
一、JI
L
--
ド
「
'
こ

『』

t
、ノ

JE
U
-ノえ‘
ι
ilノ
I
l
l
え
川
い
A
4
ぴ

美
に
心
を
打
た
れ
て
い
ま
す
。

:
t』

一

長
M
M

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
七
ン
タ …私

の
風
景
一⑩ 

斎

藤

由

雄

さ

ん

(市
内
神
山
字
殊
ノ
峰
二
十
三
)

の

美
」

l
川
小
迫
を
挟
ん
で
、
ぃ
米
に
長
橋

山
川
也
、
卯
T
、まい
L
ト仁
ニ
化
以
乃

t

k

f
i
l
l
d

l
'
r
〈

仰
林
が
-
引
さ
れ
、
回
上
に
は

ス
キ
l
場
も
けん
え
て
き
ま
す
。

そ
の
美
観
に
花
を
添
え
る
よ
う

に
少
年
円
以
…
の
家
が
美
し
い
忠
良

で
建
っ
て
お
り
ま
す
。
出
池
の

山
辺
に
た
た
ず
み
仰
ぐ
胤
対
、

こ
れ
も
又
兄
終
と
せ
な
い
よ
川

ら
し
い
川
公
で
す
。

特
に
床
は
大
出
池
に
小川間
が

波
紋
を
叩
き
な
が
ら
一
体
ぐ
水
面

に
は
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の

姿
が
、
そ
の
ま
ま
映
し
山
さ
れ

ま
す
。
制
も
又
、
党
政
出
よ
り

舛
る
川
の
光
が
パ
を
射
し
、
洲

本
に
映
え
る
椛
は
神
々
し
い
も

の
さ
え
感
じ
ま
す
。

私
は
こ
の
美
観
に
必
ま
れ
で

い
る
地
一応
神
山
の
地
で
ハ
々
こ

の
湖
と
持
ら
し
、
心
も
安
ら
ぎ

満
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『峡
部
部
に
名
も
な
く
乏
い

て
貧
し
く
も

円以…
美
は

し
わ
が
の
ふ
る
さ
と
』

J
R
五
所
川
原
駅
前
に

駐
車
場
(
五
十
二
台
分
)

オ
I
フ
ン
グ

バ
所
川
原
尚
仁
会
議
川

(川

村
一
判
儀
商
仁
会
議
川
会
副
)
で

は
、
こ
の
ほ
ど
J
R
バ
川
川
原

択
の
、
日
刊
以
何
日
'
勿
院
内
川
亦
也

le
G

Il
-
-
s
e
T
片
寸
ι
f
J
E
U
E
bap

を
借
り
受
け
、
-
般
肝
ド
山「山川
と

し
て
開
放
す
る
こ
と
と
な
り
、

問
川
卜
バ
ハ
、
オ
ー
プ
ン
の
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
叶川
市
ド場
は
、
近
い
将
米

山
が
…μ
収
し
、
ま
ち
の
いいぷ
玄
関

と
し
て
幣
備
し
て
い
く
も
の
で
、

こ
線
惜
の
北
側
千
間
行

-

4

ト
川

J
r
H
メ
ー
ト
ル
、
来
川
ぃ
巾
バ
卜

A

ム
ー
の
引い引
が
可
能
と
な
り
、

午
前
じ
昨
か
ら
午
後
.
時
ま
で

山
伝
川
北
小
山穴
一
川
院
を
利
用
す

る
トH
に
限
り
川
県
料
と
な
る
も
の

F

、--。

E

3
9
 

式
典
で
川
村
会
頭
は
「
こ
れ

ま
で
の
杭
市
場
不
足
が
解
消
さ

れ
、
山
中
心
商
何
街
が
市
川
化
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
日

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

善
意
の
花
か
ご

O
市
体
育
協
会
へ

圃

4 

画

、l乙J&5iド5JJ 1 11 

五
所
川
原
短
歌
会

父
の
死
を
仰
む
が
ご
と
く
に
山

つ
つ
じ
持
送
の
庭
に
ひ
っ
そ
り

と
咲
く

山
卜
一
利
美

ま jし
り 卜
作成
りr:n
を Jli
り lニ
イ手 i白

」ヒ のる
川 窓必
要辺の
二に+淳

β[S To 

札
併
す
る
大
凧
小
凧
そ
の
糸
の

けん
え
ぬ
い
仇
さ
に
雌
ひ
こ
ま
れ
ゆ

大
久
保
時
二

く竣 '..J}:l
る }TE
宇刀 σ〉
;JI: ~己
リ長 念
りと
しな

f/j正 11 さ
)ff，iのん

庭炊
J受 15良E例1

jjlJ Iこの

ド
作
雨
が
，
t
t
に
変
り
て
川下パ々

と
舗

道
の
濡
れ
る
川
ハ
の
下

小
笠
原
俊
光

残
41
の
持
木
出
あ
ふ
ぐ
「
一
日
放

の
み
ち
」
二
分
咲
き
の
仰
に
こ

こ
ろ
の
こ
さ
む

l期

け
代
栄

O
側
阿
部
マ
リ
1

ン

(佐
藤
正
三
社
長

)
H
ポ
l
ト
シ
ョ

ー
の
話
会
五
万
円



木村重治さん 

（鎌谷町） 

①
「
サ
ン
シ
ュ

ユ
」
 

（山
菜

央
）
 

まちぐるみ 

早朝泥あげ作戦 

 

,
 

 

四
月
十
五
日
、
国
道
三
三
九
号

線
の
、
栄
町
か
ら
敷
島
町
の
踏
切

り
ま
で
、
市
保
健
環
境
課
の
呼
び

か
け
で
開
始
し
た
春
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
は
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ

め
、
土
木
事
務
所
職
員
・
町
内
会

長
・
環
境
保
全
指
導
員
・
市
役
所

職
員
等
五
十
数
名
が
参
加
、
早
朝

の
泥
あ
げ
回
収
作
業
を
展
開
し
ま
 

し
た
。
 

 

麟
務
瞬
灘
 

繁
細
nが
闘
 

N
T
T
職
員
と
O
B
会
は
 

フ
ー
フ
ワー
セ
ン

タ
ー
 

梅
ま
つ
り
ム
ム
場
を
 

。
 

シ
ル
バ
ー
人
材
 

セ
ン
タ
ー
は
 

お
祭
り
広
場
と
 

河
川
敷
 

四
月
十
七
日
、
シ
ル
バ

ー
人
材

セ
ン
タ
ー
百
二
十
数
名
の
み
な
さ

ん
は
、市
役
所
前
お
祭
り
広
場
と
、
 

岩
木
川
河
川
敷
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

こ
の
樹
は
、
も
う
二
十
年
に
も
な
る
で
し
ょ
う
か
。
 

春
、
雪
が
消
え
る
こ
ろ
、
い
ち
ば
ん
早
く
花
を
「
け
る
ん
で
す
。
 

扇
の
よ
う
な
形
の
樹
に
、
金
色
の
花
が
い
「
ぱ
い
咲
き
ま
す
。
 

八
、
九
月
頃
、
グ
ミ
の
よ
う
な
実
を
つ
け
る
ん
で
す
が
、
こ
の
実

は
、
何
か
と
体
に
い
い
よ
う
で
す
が
、
私
は
ま
だ
ロ
に
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

ど
こ
か
気
品
の
あ
る
、
こ
の
花
が
咲
く
と
、
毎
年
、
あ
、
春
が
来

た
な
、
「
て
思
う
ん
で
す
よ
。
 

／
 

×
 5 	平成 5l f5月 1日 

四
月
十
七
日
、
N
T
T五
所
川

原
支
店
（
小
久
保
仁
支
店
長
）
の

職
員
と
、
O
B

、
三
十
四
人
の
み

な
さ
ん
は
、
四
月
十
八
日
よ
り
開

催
さ
れ
た
、
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン

タ
ー
の
梅
ま
「
り
会
場
の
清
掃
を

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

別名「やまくわ」ともいう 

まちぐるみ

早朝泥あげ作戦

阿
凡
十
五
円
、
国
道
三
三
九
分

線
の
、
栄
町
か
ら
敷
れ
川
町
の
断
切

り
ま
で
、
市
保
健
環
境
課
の
呼
び

か
け
で
開
始
し
た
存
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
は
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ

め
、
土
木
事
務
所
職
員

・
町
内
会

長

・
段
境
保
全
指
導
員

・
市
役
所

職
員
等
五
卜
数
名
が
参
加
、

υ寸劇

の
泥
あ
げ
川
収
作
業
を
展
開
し
ま

し
た
。

N
T
T
職
員
と
O
B
会
は

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

梅
ま
つ
り
会
場
を
l

。

阿
川
十
七
H
、
N
T
T
I
所
川

以
支
山
(
小
久
保
仁
支
防
長
)
の

職
只
と
、

O
B
、
一二
十
同
人
の
み

な
さ
ん
は
、
問
月
十
八
日
よ
り
附

川
附
さ
れ
た
、
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン

タ
ー
の
約
ま
つ
り
会
場
の
的
い
怖
を

し
て
ド
さ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は

お
祭
り
広
場
と

河
川
敷

例
月
十
七
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
行
二
十
数
名
の
み
な
さ

ん
は
、
山
役
所
前
お
然
り
広
州
制
と
、

山
木
川
河
川
敷
の
ゴ
ミ
折
い
を
し

て
ド
さ
い
ま
し
た
。

「
サ
ン
シ
ュ
ユ
」

(山

菜

央

)

木村重治さん

(鎌谷町〉

こ
の
樹
は
、
も
う
二
十
年
に
も
な
る
で
し
ょ
う
か
。

ぃ
存
、
引
ーが
削
え
る
こ
ろ
、
い
ち
ば
ん
年
く
い
化
を
つ
け
る
ん
で
す
o

M
の
よ
う
な
形
の
樹
に
、
合
色
の
北
が
い

っ
ぱ
い
咲
き
ま
す
。

八
、
九
刀
頃
、
グ
ミ
の
よ
う
な
夫
を
つ
け
る
ん
で
す
が
、
こ
の
夫

は
、
何
か
と
体
に
い
い
よ
う
で
す
が
、
恥
は
ま
だ
け
に
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
か
試
川
の
あ
る
、
こ
の
い
化
が
咲
く
と
、

た
な
、
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
。

--
11) 

il'. 

ぁ
、〉
ト
#
が
し
米ともいう別名「やまくわ」
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市
史
編
纂

だ
よ
り
圏
 

五
所
川
原
の
初
等
教
育
の
歴
史
と
問
題
点
 

近

・
現
代
部
会
 

岩
 

川
 
一
日
一
 
宏
 

平
成
四
年
を
も
っ
て
野
里
小
学
校
と
松
野
木
小
学
校
が
併
合
さ
れ
て
長
橋
小
学
校
と
な
り
ま

し
た
。
 

野
里
小
学
校
は
明
治
九
年

（
一
八
七六
）
八
月
一
日
に
創
立
、
松
野
木
小
学
校
は
明
治
十
一

年

（
一八
七
八
）
五
月
三
十
日
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
両
校
と
も
百
十
年
を
超
え
る
歴
史
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
新
し
い
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
両
校
の
卒
業
生
に
と
っ
て
は
万

感
胸
に
迫
る
思
い
で
し
ょ
う
。
 

私
は
平
成
三
年
と
四
年
に
市
史
編
纂
の
資
料
収
集
の
目
的
で
両
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
五
所
川
原
の
初
等
教
育
の
歴
史
及
び
教
育
史
を
探
る
上
で
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。
 

こ
の
災
害
に
際
し
て
は
全
国
 
6
 

か
ら
義
援
金
が
送
ら
れ
た
が
、
 

五
所
川
原
地
区
の
小
学
校
か
ら

も
送
っ
た
と
い
う
証
拠
の
資
料

で
す
。
こ
の
よ
う
に
明
治
期
か

ら
大
正
期
に
か
け
て
の
初
等
教

育
は
希
少
な
の
で
す
。
も
し
市

民
の
皆
様
の
御
手
元
に
教
育
関

係
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
 

「市
史
編
纂
室
」
に
提
供
ド
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

平成 5年 5 月 1 日 

士
可
土
林
孫
北
曹

郡
 

高
等

小
場覆
 

践
貝
及
生
4
」
べ
 

明
治
茜

年
十
月
廿
合

ノ
震
災

被
営
勝
校
教
育
費
虫
食

田
春臓
余
 

差
出
候
改
音
告
雁
事
 

朗
治

廿
六

年
ニ

月
一

日
 

彼
覆
魯
署
小
 

ョ． 
ニ 

ロ
 

暇
月
課

和
雪
一
攻
 

W
一？
価一
 

江
戸
時
代
の
教
育
 

ん
山
川
原
で
の
初
等
教
育
の

始
ま
り
は
、
私
塾
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
文
化
十
年

（
一八
二
二
）
、
 

岸
達
仲
（
太
仲
と
も
い
う
）
が

開
い
た
塾
が
最
初
と
さ
れ
ま
す
0
 

こ
の
塾
は
弘
前
を
除
い
て
郡
部

で
は
一
番
古
い
も
の
で
す
。
 

こ
の
通
称
岸
塾
は
天
保
十
年
 

（
一
八
三
九
）
ま
で
二
十
六
年

間
、
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
 庶

民
教
育
の
場
で
あ
る
寺
子
屋
は
、
 

文
政
五
年

（
一
八二
二
）
に
医

師
の
佐
々
木
玄
寿
が
本
村
（
元

町
か
？
）
で
開
い
た
の
が
最
初
 
 

で
す
。
こ
の
寺
子
屋
は
、
二
代

佐
々
木
平
策
、
三
代
佐
々
木
章

淳
へ
と
受
け
継
が
れ
、
明
治
五

年
（
一
八
ヒ
二
）
ま
で
開
か
れ

た
が
、
学
制
発
布
後
、
五
所
川

原
小
学
校
創
立
と
同
時
に
解
散
、
 

吸
収
さ
れ
ま
し
た
。寺
子
数
児

童
数
）
男
六
十
人
、
女
十
三
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
通
算
な
の

か
常
時
い
た
の
か
は
不
明
で
す
。
 

明
治
以
降
の
 

‘
教
育
と
問
題
点
 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
七

月
一
日
に
五
所
川
原
小
学
校
が

創
立
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
 

五
所
川
原
各
地
に
次
々
と
小
学
 
 

校
が
創
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
 

そ
れ
ら
の
小
学
校
は
統
・
廃
合

を
繰
り
返
し
、
ま
た
名
称
を
変

え
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
各
小
学
校
に
は
沿
革
誌
が

あ
り
、
〇
〇
周
年
記
念
誌
と
い

っ
た
本
が
発
行
さ
れ
て
い
る
の

で
、
あ
る
程
度
学
校
の
歴
史
を

知
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か

し
、
学
校
の
歴
史
を
知
る
上
で

の
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
沿
革
誌
等

に
は
種
々
の
行
事
が
行
わ
れ
た

と
い
う
記
載
が
あ
る
だ
け
で
、
 

行
事
内
容
な
ど
が
書
か
れ
た
文

書

・
県
や
郡
か
ら
の
公
文
書
と

、
 

い
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
存
 
 

在
し
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
の

た
め
学
校
創
之
当
時
の
学
校
の

様
子
を
知
る
こ
と
は
困
難
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
文
書
類
が

存
在
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
れ
は
第
一
に
、
学
校
公
文
書

の
保
存
は
最
長
で
も
二
十
年
間

と
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

第
二
に
、
学
校
の
統
廃
合
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
文
書
類

の
取
り
扱
い
が
な
お
ざ
り
に
さ

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
第
三

に
、
校
舎
の
新
築
な
ど
の
際
に

は
古
い
文
書
は
ほ
と
ん
ど
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
文
書
類
は
消
失
し
、
当
時

の
様
子
を
知
る
手
掛
か
り
が
な

く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
 

、
，
《
  
」
、・
、
、
》
 
】

、
一
 
●

】
 

H
Jど
『
本
」0

主
丑
破
 

調
査
を
終
え
て
 

私
は
平
成
「
年
か
ら
四
年
に

か
け
て
、
五
所
川
原
市
内
の
小

学
校
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
結

果
は
予
想
し
て
い
た
通
り
収
穫

は
少
な
か
っ
た
で
す
。
保
存
さ

れ
て
い
た
文
書

・
資
料
と
も
に

昭
和
期
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
 

大
正
期
の
も
の
と
な
る
と
視
察

簿
が
数
冊
存
在
す
る
程
度
で
す
。
 

視
察
簿
と
は
、
県
学
視

（役
職

名
）
に
よ
る
小
学
校
の
視
察
状
 
 

況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
明

治
期
に
な
る
と
た
っ
た
一
枚
の

資
料
が
あ
っ
た
だ
け
で
す
。
そ

れ
は
五
所
川
原
小
学
校
が
保
存

し
て
い
た
明
治
ニ
ト
四
年
ト
月

二
十
八
日
に
起
き
た
濃
尾
大
地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8

・4
、
 

死
者
数
千
名
を
数
え
た
）
に
際

し
て
、
小
学
校
の
生
徒
と
職
員

が
被
災
地
に
寄
附
を
送
っ
た
こ

と
に
対
す
る
岐
阜
県
知
事
か
ら

の
礼
状
で
す
。
左
記

に
掲
載
）
 

,
 

,
 

五
所
川
原
の
初
等
教
育
の
歴
史
と
問
題
点

円い
i

E
J
到
」

近
p

現
代
部
会

岩

l
 

i
 

EE-a' 

平
成
四
年
を
も
っ
て
野
里
小
学
校
と
松
野
木
小
学
校
が
併
合
さ
れ
て
長
橋
小
学
校
と
な
り
ま

し
た
。

野
里
小
学
校
は
明
治
九
年
二
八
七
六
)
八
月
一
日
に
創
立
、
松
野
木
小
学
校
は
明
治
十
一

年
二
八
七
八
)
五
月
三
十
日
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
両
校
と
も
百
十
年
を
超
え
る
歴
史
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
新
し
い
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
両
校
の
卒
業
生
に
と
っ
て
は
万

感
胸
に
迫
る
思
い
で
し
ょ
う
。

私
は
平
成
三
年
と
四
年
に
市
史
編
纂
の
資
料
収
集
の
目
的
で
両
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
五
所
川
原
の
初
等
教
育
の
歴
史
及
び
教
育
史
を
探
る
上
で
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

江
戸
時
代
の
教
育

バ
川
川
似
で
の
初
予
教
育
の

始
ま
り
は
、
伝
説
一
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
文
化
卜
年

ぺ

八
-
ー
)
、

作
述
仲

(
L
A

仲
と
も
い
う
)
が

聞
い
た
引
が
ぷ
初
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
挽
は
弘
前
を
除
い
て
川
淵

で
は

A

骨
川
卜
い
い
も
の
で
す
。

こ
の
通
称
山川被
は
パ
似
十
年

(
‘
八
:
γ
ん
)
ま
で
.. 卜
六
年

川
、
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
山

以
教
育
の
場
で
あ
る
ふ

f
Mは、

文
政
パ
年

六

八
-

J

・)
に
医

川
の
佐
々
木
ぶ
か
が
本
村

(三ん

川
か
?
)
で
聞
い
た
の
が
ぷ
初

で
す
。
こ
の
ふ

f
M
は、

A

a

代

佐
々
木
ポ
ド
策
、
:
一
代
佐
々
木
市

山
へ
と
交
け
継
が
れ
、

明
治
バ

午

(
-
八
じ

a

.

)

ま
で
聞
か
れ

た
が
、
…
ソ
r
制
発
布
後
、
バ
一州
川

出
小
山
下
校
削
'M
と
川
時
に
解
散
、

叫
収
さ
れ
ま
し
た
o
h
J
f
数
(
山

次
数
)
引
いハ
ト
人
、
ル
弘
卜
:・人

と
な
っ
て
い
る
が
、
通
算
な
の

か
山
口
山
時
い
た
の
か
は
不
明
で
す
。

明
治
以
降
の

教
育
と
問
題
点

明
治
六
年

(

e

八
七
三
)
じ

1
4
ー
ニ
任
斤
川
rA
いd
u
f
-
-
m
X
V
J

l

/

I

l

l

・
J
H
'
j
h
M
ノー、

'
ι
f
t

例
以
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

バ
所
川
原
各
地
に
次
々
と
小
パ
f

校
が
削

L

江
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ら
の
小
乍
校
は
統

・
山何人
け

を
繰
り
返
し
、
ま
た
名
称
を
変

え
な
が
ら
刷
作
に
石
に

っ
て
い
ま

す
。
九
小
…
下
校
に
は
治
市
花
が

あ
り
、

0
0川
年
記
念
必
と
い

っ
た
本
が
先
行
さ
れ
て
い
る
の

で
、
あ
る
れ
度
予
校
の
附
巾
人
を

知
る
こ
と
は
吋
能
で
す
。
し
か

し
、
予
校
の
阿
山人を
知
る
卜し
で

の
川
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
治
市
必
手

に
は
何
々
の
行
引
が
行
わ
れ
た

と
い
う
記
械
が
あ
る
だ
け
で
、

行
予
内
科
な
ど
が
い
円
か
れ
た
い
メ

Hγ
県
や
川
か
ら
の
公
文
品
川
と

い
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
ん
作

ハ
し
て
い
な
い
の
で
す
仁
そ
の

一
、ノ'
J
-

e

、J、JH
Hd
F
F
-
F
Z

，h
・J
、ノペ
h
p

，、
、ノ

y、M
J

j
恥
いA
U
U
J叶

rぴ
f
I
U
れ
グト

峠，
f
を
知
る
こ
と
は
川
慨
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
丈
川
知
が

ト
作
ト
代
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
筑
-
に
、
…
ソ
1

校
公
文
作ハハ

の
保
有
は
リM
HK
で
も
-
-
十
年
川

と
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

筑
-
-
に
、…
F'r
校
の
統
廃
A
H
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
ぃ
メ
HH
川知

の
取
り
掛
い
が
な
お
ざ
り
に
さ

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
第一二

に
、
校
合
の
新
築
な
ど
の
際
に

は
山

い
いえ
H
いは
ほ
と
ん
ど
休
日
て

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
文
乃
知
は
消
失
し
、

中l
時

の
峨
子
を
知
る
予
掛
か
り
が
な

く
な

っ
て
い
く
の
で
す
。

小
学
校
の
基
礎

調
査
を
終
え
て

込
よ
ド
い
え
:
・

4

ト

r
h
ごっ
日ヴ
ド
ヲ)

SA-
-
-
、
L
H

ノ

'
y
，b
uυι
ノ
'

F1
・

か
け
て
、
パ
川
川
川
州
市
内
の
小

下
校
の
訓
伐
を
行
っ
た
が
、
結

果
は
，r州
心
し
て
い
た
通
り
収
山
内

は
少
な
か

っ
た
で
す
。
保
↑付
さ

れ
て
い
た
文
九
日
ソ

資
料
と
も
に

附
利
則
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

大
正
則
の
も
の
と
な
る
と
悦
察

符
が
数
附
存
作
す
る
日
何
度
で
す
。

視
察
符
と
は
、
山
川
山
下
祝

(役
職

名
)
に
よ
る
小
山
下
校
の
視
察
状

似
を
ま
と
め
た
・
も
の
で
す
。
川

治
則
に
な
る
と
た
っ
た
.
枚
の

資
料
が
あ

づ
た
だ
け
で
十
。
そ

れ
は
バ
所
川
出
小
リ
下
校
が
保ト付

し
て
バ
七
川川
山
り
.卜
川

J

ド
ト
'
!

一

1

J
!

?

↓
f

j

-
l
八
日
に
起
き
た
抗
出
ト八
地

従

(
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
4
、

紀
行
数
千
名
を
数
え
た
)
に
際

し
て
、
よ
じ
fL交

η
h
k止
と
波，
l

一

f
t
tノ
f

《

M
q
l

が
被
災
地
に
万
附
を
送
っ
た
こ

と
に
刈
す
る
岐
小
山
知
山
け
か
ら

の
礼
状
で
す
。
(
主
記
に
川向山哨
)

p

」
の
災
芹
に
除
し
て
はん
k
川

か
ら
呉
服
全
が
送
ら
れ
た
が
、

-K
所
川
州
地
似
の
小
リ
下
一校
か
ら

も
送

っ
た
と
い
う
ぷ
拠
の
資
料

で
す
。
こ
の
よ
う
に
明
治
則
か

ら
大
正
則
に
か
け
て
の
初
令
教

刊
は
希
少
な
の
で
す
。
も
し
山

日比
の
門以仰
の
御
子
ぺ
に
教
打
開

係
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

「山
小
人制
謀
本
」
に
M
M
供
ド
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

奇
森
安
芸
郡

息
等
主
義

職
先
友
生
、
及

明
治
寸
四
争
寸
L
f
月
サ
八
司
ノ
震
災

警
震
警
月
き
る
菌
、
基

差
出
一
候
・
段
奇
特
ニ
候
古
宇

明
浩
サ
ム
ハ
与
寸
ニ
乃
一
日

-毒
v-
苓小
44r
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金 年 民 国 

街
の
活
性
化
及
び
市
民
所
得
の
 
彫

γ

、

ぐ

『
 
（
 

赤
ー
い
り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
協
賛
 

第
一一
麟鷲
熊
蕊
縫
方
蓑
熊
大
賞
 

企業『 住所 

役職名 氏 名 

紹介者との関係 

一
 

 

子
、
停
『
 

 

の

コ
で
 

他
ら
 

刺
結
 

の
構
 
ヒ
十
 

廿
市
民
の

皆
様
へ
廿
 

津
軽
平
野
の
中
心
都
市
五
所

川
原
市
は
、
い
ま
、
2
1世
紀
に

向
け
『
小
さ
な
世
界
都
市
ご
し

ょ
が
わ
ら
』
の
建
設を
目
指
し
、
 

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
、
 

魅
力
あ
る
街
、
活
力
あ
る
街
の

実
現
に
向
け
て
着
実
に
力
強
く

前
進
し
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
は
今
、
若
年
層

の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
、
企

業
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
お
り
ま
す
。
平
成
に
人
り
九

社
が
立
地
し
ま
し
た
0
 

更
に
、
そ
の
成
果
を
L
げ
る

た
め
、
皆
様
の
中
で
首
都
圏
で

活
躍
中
の
企
業
の
幹
部

（
ご子

息
、
ご
親
戚
、
知
人
等
）
を
ご存

じ
の
方
は
、
支
障
の
な
い
範
囲

で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

皆
様
の
紹
介
を
今
後
の
企
業

誘
致
活
動
に
役
立
て
、
若
者
の

流
出
防
止
、出
稼
ぎ
者
の
解
消
、
 
 向

ト
等
に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
．
報

を
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

誘
致
企
業
の
中
に
は
、
 

出
稼
ぎ
者
が
縁
で
立
地
さ
れ

た
企
業
も
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

な
お
、
ご
活
用
の
際
は
、
ト

分
配
慮
の
う
え
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

■

基
準
 

県
外
の
製
造
業
で
課
長
ク
ラ
 

ス
以
E
の
方
 

■

期
問
 

随
時
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
 

■

お
問
い
合
わ
せ
先
（提
出
先
）
 

五
所
川
原
市

総
務
部
工
業

振
興
対
策
室
 

m
（
ロ
一
些
）
三
五
 
一
一
．一

一
 

（内
線
一
．八
〇
番
）
 

隙
（
0
1些
）
三
五
ー
．」
にハ
ー
L
 

五
所
川
原
市
を
中
心
と
し
た

西
北
五
地
方
の
官
公
庁
や
企
業

の
代
表
者
ら
が
、
互
い
に
各
地

域
の
理
解
と
交
流
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
大
賞
を

か
け
て
、
芸
や
、の
ど
を
競
い
合

う
大
会
で
す
。
ど
の
よ
う
な
パ

フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
飛
び
出
す
か

期
待
さ
れ
ま
す
。
多
数
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。
 

◇
と
き
廿
五
月
七
日
（
金
）
 

午
後
六
時
開
演

（
五時
開
場
）
 

◇
と
こ
ろ
廿
五
所
川
原
市
民

文
化
会
館
 

◇
賞
廿
優
勝
者

（
チ
ー
ム）
 

に
芸
能
大
賞
、
優
秀
賞
、
ほ
か

特
別
賞
な
ど
。
副
賞
多
数

◇
入
場
料
廿
千
円
 

◇
前
売
り
券
発
売
所
廿
陸
奥

新
報
五
所
川
原
支
社
、
同
木
造

支
局
、
同
鯵
ケ
沢
支
局
、
タ
力

ョ
楽
器

（
五
所川
原
市
）
、最
ト

本
店
（
五
所
川
原
店
・
鶴
田
店
）
、
 

北
川
本
店
（
金
木
町
）
、石
郷
岡

書
店
（
板
柳
町
）
 

◇
問
い
合
わ
せ
先
廿
五
所
川

原
市
L
平
井
町
九
三
の
一
 

陸
奥
新
報
五
所
川
原
支
社
 

所
得
が
少
な
い
、
失
業
で
収

人
が
な
い
、
な
ど
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
、
国
民
年

金
に
は
保
険
料
の
納
付
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
、
免
除
さ
れ

た
期
間
を
保
険
料
免
除
期
間
と

い
い
ま
す
0
 

こ
の
免
除
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

（
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期

問
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
を
計
算
す
る
と
き
は
三
分

の
ー
に
な
る
の
で
、
保
険
料
を
 
 

云
0
1
7
3
⑩
2
3
7
5
番
 

主
催
 
陸
奥
新
報
社
 

後
援
 
五
所
川
原
市
、
板
柳
町
、
 

鶴
田
町
、
金
木
町
、
中
里
町
、
 

市
浦
村
、
小
泊
村
、
木
造
町
、
 

森
田
村
、
柏
村
、
稲
垣
村
、
車

力
村
、
鯵
ケ
沢
町
、
深
浦
町
、
 

岩
崎
村
、
五
所
川
原
商
工
会
議

所
、
五
所
川
原
市
観
光
協
会
、
 

青
森
放
送
、
青
森
テ
レ
ビ
、
青

森
朝
H
放
送
、
ェ
フ
エ
ム
青
森
、
 

陸
奥
新
報
西
北
五
友
の
会
 

納
付
し
た
と
き
に
比
べ
て
低
額

の
年
金
に
な
り
ま
す
。
 

て
」
で
、
生
活
に
余
裕
が
で

き
た
と
き
に
、
十
年
前
ま
で
の

免
除
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
追

納
』
制
度
を
利
用
し
、
満
額
、
 

あ
る
い
は
満
額
に
近
い
年
金
を

受
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
 

●

相
談

・
お
問
い
合
わ
せ
は

国
保
年
金
課
（
内
線
二五
八
番
）

7
 

首
都
圏
で
活
躍
中
の
企
業
の
 

幹
部
ク
ラ
ス
の
方
を
ご
紹
介
下
さ
い
。
 

保険料の免除制度 
と追納 

平成 5 年 5月 1日 

首
都
圏
で
活
躍
中
の
企
業
の

幹
部
ク
ラ
ス
の
方
を
ご
紹
介
下
さ
い
。

ー
市
民
の
皆
様
ヘ
ー

津
軽
平
野
の
中
心
都
市
五
所

川
原
市
は
、
い
ま
、
引
世
紀
に

向
け

『小
さ
な
世
界
都
市
ζ
し

ょ
が
わ
ら
』
の
建
設
を
目
指
し
、

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
、

魅
力
あ
る
街
、
活
力
あ
る
街
の

実
現
に
向
け
て
着
実
に
力
強
く

前
進
し
て
お
り
ま
す
。

バ
川
川
阿
山
は
今
、
行
作
T
M
m

の
例
く
場
の
昨
保
の
た
め
、
企

業
法
政
川
動
を
制
倒
的
に
進
め

て
わ
り
ま
十

Jr成
に
人
り
九

社
が
江
地
し
ま
し
た
c

ぽ

ι、
そ
の
成
以
売
卜
ぃ
げ
る

た
め
、
皆
様
の
中
で
首
都
圏
で

活
躍
中
の
企
業
の
幹
部

(ご
子

息
、
ご
親
戚
、
知
人
等
)
を
一
」
存

じ
の
方
は
、
支
障
の
な
い
範
囲

で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

刊
械
の
制
介
会
今
後
の
企
業

法
政
川
到
に
役
伝
て
、
行
炉
刊
の

流
山
防
止
、山
保守」

E

炉刊
の
併
川
、

街
の
活
性
化
以
び
山
民
所
行
の

向
上
等
に
努
め
た
い
と
俳
句
え
て

む
り
ま
す
の
で
、
川
北
非
ご
-
慨

を
炊
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

-

む
待
ち
し
て
む
り
ま
す
。
均

成
立
企
業
の
小
に
は
、

hv

川
隙
ぎ
行
が
い
柑
で
じ江地
さ
れ

た
企
業

L
ご
ざ
い
ま
す
。

な
わ
、
こ
川
川
の
際
は
、
卜

分
配
ほ
の
う
え
進
め
た
い
と
汚

え
て
む
り
ま
す
。

-
基
準

県
外
の
製
造
業
で
成
長
ク
ラ

J

人
以
上
の
点

-
期
間

随
川
受
け
付
け
い
た
し
ま
す

-
お
問
い
合
わ
せ
先
(提
出
先
)

一tHι
什
川
川
1

・1
L
P

い川川

、.b
父
J

I

μ

N

K

1
2
H
U引
h
M
J
川

K
恥

J
4
A
H
H

l
l
E
A

阪
興
対
策
本

問

。一
u
-

J

J
・
-h
'

一内
線

.. 八
O
骨川
)

川

口一

u
J
:
th
'
一
バ
八
一
じ

全米名 | 什 i:/;Jj 

「 ト 一十一了
役職名 | 川C:f， 

*f{介内;との問{系
トヲ n づ -
J倒的-ポ)L

赤
(
)
い
り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
協
賛

第
ニ
開
制
鶴
北
一
島
地
指
盤
畿
大
輪
関

五
所
川
原
市
を
小
心
と
し
た
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計量器（はかり）の定期検査 
商店、農業経営者などで計量器を使川してし、 

る方は、年1回の定期検査を必、ず受けてくださ

レ、。 

〈注意事項〉 

①検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査半斗 

（種類によって異なる） をこご持参ください。 

②）検査を受けない計量器は使用することができ

まゼ二ん。 

③通知書記載の期日に検査を受けられない方は、 

他の場所でも受けられます。 

④期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市八ッ役字芦谷容01 77⑩ 8555番う で受検し

なけれノばなりませーん。 

実 施 期 	日 実 施 場 所 

5月10日（月） 

10 S O0-'12 : 00 毘沙門・長富コミュニテ
イセンター 

13 : 00-14 : 30 
、
、
、
 
一
 

ュ
 
ニ
 
テ
 
イ
 
セ
 
ン
 

タ
／
 

飯
 

コ
詰
  

5月11日因 10 5 00'--15 】 00 
五所川原市農業協同組合
三好支所 

5月12日（加 

10 5 00--1i : 00 
コミュニテイセンタ一中
川 

13 】 00'-15 : 00 
津軽中央農業協同組合吹
畑支所 

5月13日困 

10 : 00-11 : 30 五所川原市農業協同組合
栄支所 

13 : 00~14 : 00 梅沢コミュニテイセンタ 

5月14日（鋤 

10 : 00-41 : 30 コミュニテイセンター長
橋 

13 : 00-14 : 00 コミュニテイセンター七
和 

5月17日明） 10 : 00---15 : 00 五所川原市民文化会館 

5月18日因 10 】 00'--45 】 00 同 	L 

5月19日困 10 : 00---15 : 00 同 

5月20日困 10 : 00'-'15 : 00 同 	「 

テニス（硬式）初心者教室のお知らせ~ 
＠日曜教室 5月 9 日から 7月18口まで

＠水曜教室 5月12日から10月31日まで

※時間 両教室とも午前10時から12時まで

※場所 市営テニス場（菊ケ丘運動公園内） 

※主催 [ii所川原市テニス協会 

※問い合わせ先 容35 - 7672 今井誠一 

「子どもの性としつけ」講演会 
レ講師 相馬ふさ勇，氏（鯵ケ沢田」・ノL保健婦） 

レ内容 日常生活の中で、子どもにどんな風に 

性のことを教えたらよいのでしょうか。 

長い保健婦生活の中からの実践と体験を 

もとに、お話していただきます。 

ン日時 5月15日 （土）午後 2U寺 

＞場所 東奥日報社3階ホール 

ンお問い合わせ 

主 催 五所川原おやこ劇場 

（事務局 本町50-4 雪 34-2 170) 

※託児スペース準り芹i。 

小さいお子さん連れノでどうぞ。 

仕事はいきいき、自由時間はのびのび 
若さで築こう ゆとりライフ 

くらしと趣味の教室 
受講対象 市内に住Iリ「、 又は勤」・庁 I 勺勤ソJI 」少

年でおおむね15歳～30歳迄の男女。 

なお年齢、受講等詳しいことは、勤

労青少年ホームへお問い合わせくだ

さし、。 

受講料 無 料。但し、材料代は本人負担と

なります。 

受講時間 午後 6時30分～8時30分まで 

期 間 前期5月18日（火）'-7月23日（金）まで

申し込みメ切 平成5年5月15日（土）まで 

申し込み先 勤労青少年ホーム 容34-3602 

募 集 内 容 

曜日 教 室 名 定員 回数 内 	 容 

火
  

料 	理 15 10 ご家族の健康と団梁は手作
り料理で 

陶 	芸 15 10 世界で一っしかない自分の
作品を作ってみませんか 

茶 	道 15 10 奥床しいお茶の基本を覚え
ませんか 

はがき絵 15 10 季節の草花や風景を絵筆に
たくしたお便りを 

し、けばな 15 10 お勤めや玄関にお花を生け
て優しさを 

水
  

社交ダンス 15 10 楽しく覚えて、触れ合いの
輪を広め 

木
  

着 付 け 15 10 着こなしと、優しさのポイ
ントを習ってより美しく 

筆 ペ ん 15 10 ご自分で、ご祝儀や、はな
むけを書ける 

金
  

組 ひ も 15 10 あなたの手作りを、晴れの 
「 l に 

手 	芸 15 10 可愛いアクセヴリーから小
物入れを 

※ E記の他、ホーム利用者が自 i 的につくったテニス 

・バトミントン等 7つのサークルも触れ合いと友情の

輪を広めるために，楽しく活動を続けております。皆

さんも参加してみませんか，ホームにちょっと寄って
みまサんか 

五所川原市勤労青少年ホーム合01 ]3-34-3602 

申
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|計量器(はかり)の定期検査 |
商m、民業料引手;ーなどで，11-1.1 (間を佐川してい

る方は 、年 11'"11の定期検併を必ず受けてくださ

レ、。

〈注意事項〉

l 検企:~í r Iは 、Il以 Ih':':(はがき)、下IJf，位、険作中'1.

(稀知によって異なる)をご持参ください。

今償資を受けない首|イI(加は佐川 することができ

ません。

@通知山記載のJtlJr Iに検代を受けられないノiは、

他の場所でも受けられます。

①期II¥Jrl'に検査を受 けないと以計抗検定所 Ur

森 rli八ッ役E十二戸谷宮 0177@8555孫)で受検し

なければ、なりません。

イ長 !血 j哲l 11 'ム}血 JJ1J I好

10 • 00~12 • 0 。1巳沙I"J・長山コミュニテ
ィセンター

5)J101l(月

13. 00~1~. 30 コミュニティセンター飯
1111 

5月1l1l1:kJ 10 • 00~15 • 00 1':'JrJI IJ，~(rli民業協"îJ組合
二1;.[文所

10 • 00~ 1l • 00 コミュニティセンター'1'
JII 

5 JJl211附

13 • 00~15 • 00 r l t'li世 ' l' kg~.:t thh"iJ*Jl 1T'~大
士111支所

10 • 00~11 .30 luiJr川)J;(di民業協16J和liT
::;ミコk:liJT

5月1311(村

13. 00~1 ，1. 00 仰以コミュニティセンタ

10 • 00~1l .30 コミュニティセンタ-l{
十両

5 JJ 14川剣

13. 00~14 .00 コミュニティセンタ一仁
平11

5月1711(}j) 10 • 00~15 • 00 I，)i)r川!J;(dil(文化会館

5)J181i1:kJ 10 • 00~15 • 001 "iJ 

5)J 1911 (本) 10 • 00~15 • 001 "iJ 

5)J 2011 (本) 10 • 00~15 . 0011，;] 

テニス(硬式)初Is¥者数室のお知らせ
@日曜教室 5)J911から 7)J 1811まで

。水曜教室 5)J1211からlO)J3111まで

※時間 同教家とも '1:，、iiilOll年から1211.'，'まで

※場所 市日'テニス場(荊ヶ日:iilii[VJ公1"1内)

※主催 1，:1川 1J});(I!iテニス協会

※問い合わせ先 335 -7672 今)!:誠

l「子どもの性としつけ」講演会 l 
b講師 十11肘ふさゑ氏(鯵ヶ沢IUj". }己保仙川)

じ〉内容 11常生日ーの'1'で、 fどもにどんな胤に

刊のことを教えたらよいのでし主うか。

長い保仏j!:p'，，¥佐川の'1'からの'火山と体験を

もとに、お，i吊していただきます。

じ〉 日日寺 5)]1511 (1:) ペイ愛 211、子

じ〉場所 点拠 11報宇1:31併ホール

bお 問 い 合 わ せ

i: 併 I':JJT川 以おやこ劇場

( 'J¥務 川本IIfr50-4 宮 31.1-2170)

※託山 ス ペ ー ス 市古m。
小さいお fーさん辿れでどうぞ。

( 一しい1き日一一迅一自曲由一一由醐吋吋時悶悶問問l一立
若さで築こう ゆとりライフ

lくらしと趣味の教室 |
i 受講対象 山内にi1 川、ムくは勤務する勤労Jf少

イ 1'.でおおむね15歳~30以i与の!)J [.(。

なお1，1・1齢、叉'議等詳しいことは、勤

労 ff少'1'. ホームへお11¥1し、介わせくだ

さし、。

受講料 燃料。イ11. し、材料代は本人 :(~jll と

なります

受講時間 午後 611.'1'30分~ 811.'1'30分まで

期 間 liiiWI5)J 1 81ω'()~7)J2311(金)まで

申し込み〆切 、l勺戊 5"1'.5)J1511(Uまで

申し込み先 立功労17少年ホーム 834-3602 

募集内容

11M 1 i教司ごす1必Lllllll数 l人l 作

平} f'J! 1 15 10 こ家肢の1叱Lkと1I1総ItT竹
り料J-11!で

附d ~'i I 15 10 何111一界でーっし泊‘なし、1'1分の
dlIを11ってみませんか

Jく 茶 道 15 lOE144しいお仰いを以
せんか

はがき絵 15 10 季節の小1tや}!fil1;(を絵γqこ
たくしたお便りを

し、け 11な 15 10 お効めやJ合、 I~Iにお1tを '1 け
てI~ しさを

水 社交ダンメ 15 10 楽輸をしくi 覚えて、触れfTいの
lム/J)

花小l け 15 10 ，，vi'こなしと町内土しさのホイ

イ記
ントを何ってより夫しく

本ぺ /ν 15 10 ご1'1分で、こ祝1正や‘はな
心けを .I}ける

キ11 ひも 15 10 あHなlこたのTI1りを、 11，'1れの

イ止
T ム“ミー15 10 物111'人愛オいアクセガリーカ、C)，ト

人 Lを

※ l.ic(/)I也、ホーム平11111r，が "1 i:(r.)につくったテニス

・パトミントン咋 7つのサークノレも触h{n-、と友t，'，'U)

怖を広めるために 楽しく i，r，!f;}Jを続けております f，干
さんも参加してみませんか.ホームにち上っと釘って
みませんか

五所川原市勤労青少年ホーム 30173-34-3602 ~ 

、H&5{1'5)J1 11 8 
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すがすがしい朝のひととき テニスを楽しみませんかりI 

期 間 5月～10月 

場 所 菊ケ丘運動公園テニスコート 

時 間 AM6 :00-AM8 :00 

（この間毎朝自由に使用できます） 

会 費 L000円（1シーズン分） 

申し込み先 直接コートへおいで下さい 

問い合わせ ポプラテニスクラブ”35-9335（葛西） 

早朝テニスのま沃0らせ 時 

一
 

場
一
 

「
 

第 4回虫おくり健康マラソン大会 
レ期 日 平J戎 5年 6 月27H (日） 小雨決行 

＞日 程 受付（ゼッケン配布） 8時30分～9 

時30分 スタート 10時00分 開会式 9日寺 

30分～9時45分 閉会式；12時30分予定 

ン会 場（コース） 

北斗グランド及びジョギングコース周回 

ン種目別 

小学校男子① 5年生・② 6年生 Aコース 1, 50Dm 

小学校女子③ 5年生・④ 6年生 Aコース 1, 50Dm 

中学校男子⑤1年生・⑥ 2 年生・⑦ 3年生 
Bコース 3, 000m 

中学校女子⑧1年生・⑨ 2年生 ⑩ 3年生 
Bコース 3, 000m 

⑩高校生以上～30歳までの男子 Dコース 6, 000m 

⑩高校生以上～30歳までの女子 Cコース 4,000 m 

⑩31歳以上～45歳までの男子 Dコース 6, 000m 

⑩31歳以上～45歳までの女子 Cコース 4, 000m 

⑩46歳以上～55歳までの男子 Cコース 4, 000m 

@46歳以上～55歳まてワ）女子 Bコース 3, 000m 

⑩56歳以上の男子 	 Bコース 3, 000m 

⑩56歳以上の女子 	 Aコース 1 ,500m 
⑩一般男女年齢制限なし（体力に応じて完走）4, 000m 

ン表 彰 ①各種目別の入賞は第 3位までとし、 

賞状、楯を授与します。但し、小学校は第 6 

ニュースポーツで 
いいH功、こう．ノ 

青年グラウンド・ゴルフ交流会 
＞日 時 ュ杓戎 5年 5月30日（日） 午前 9日寺

ン場 所 五所川原市菊ケ丘運動公園 

ン指導者 日本グラウンド・ゴソレフ協会普及指

導員 

）参加対象者 五所川原市内に勤労している20 

歳～30歳までの方 

＞募集人員 30名 （男女問わず） 

＞参加料 人1 ,000円（参加賞、昼食あり） 

ン締め切り日 平成5年 5 月25日（火） 

ン申し込みと問い合わせ 五所川原市教育委員

会 社会教育課 容 35-2111 内線250 

※グラウンド・ゴルフとは、スティックとボールを使

い、ゴルフのようにボールをスティックで打ち、ホー 

ルポストヘホールイン十るまて cl)打数を競うものです。  

イ立まてニノ、賞とし、第 1イ立カュら第 3イ立まで賞状 

・楯・賞品 第 4イ立から第 6位まで賞状・賞

品を授与します。 

②参加者全員に記念品（Tシャツ）を進呈し

ます。 

ン参加料 無 半斗 

ン参加資格 小学校5年生以上の児童・生徒・

羽受 

ン参加申し込み先 五所川原市字岩木町一12 

五所川原市教育委員会社会教育課 

電話 35-2Lll 内線 248・250 

ン申し込み締めf切り 平成 5年6月10日（木） 

ン申し込み方法 所定の申し込み書（コピーて；

も可）にl必要事項を記入の上申し込み下さい。 

定員500名になり次第締め切らせていただ

きます。 

ン注意事項 

くlフ参加者は健康であること。 

②小学生・中学生・高校生については保護者

の承諾書を添えて申し込み下さい。主催者が

保険料を負担して参加者全員をスポーツ傷害

保険に加入させますが、それ走夫上の責任は負

いかねますので＋分注意してー下さい。 

こんなところにもあったノ僕らの遊び場発見
第10回 

全国 A斉ウォークラリー大会 
五所川原会場 

◆日 時 月勾戎5年5月16日（日） 午前9j寺 

受イ寸開始 午前10時全国一斉スタート 

◆集合場所 おまつり広場（五所川原市役所前） 

◆主 催 西北五レクリェーション協会 

◆参加対象 だれでもよレ、 

◆チーム編成 1チーム 3-5名 

◆参 加 費 1チーム 500円（ 2名以下の場 

合 1 A 2 0 0円） 

◆携 行 品 気軽に歩ける服装、昼食 

◆締め切り日 5月12日 （但し、大会当日申し 

込み可） 

◆申し込み先 菊地久子（0173)34-5735 

五所川原市字八重菊20-35 

◆雨天の場合（雨天決行、荒天時中止） 

9 平成 5 年 5月 1日 

第4回虫おくり健康マラソン大会
自 主F'-)J父5(r. 6 ) J 27 r 1 ( 1 1 ) ノト同ミiがと千t

じ>日程 受 付 (ゼッケン配布) 811.'日0分~9

11.'1'30分スター卜 10昨 00分 |別会式引l与

30分~ 91k'f45分間会式 1211N30分予定

仁>会場 (コース)

北斗グランド及びジョギングコースj，'iJI"1

[>手重目別

小'γ:校9Jf-r 1 5"下位 ・2.6"1"ノト Aコース l，500m

小'γJ校ムー (-(主5年生・ 1 6 '1'.ノド Aコース l，500m

'1'γ校9J(-S'1{1ソ1:・(_(i 2"1ソ|・73 {Iミノ|ミ
Bコース 3，OOOm

'1'γ:f交k l二Ji1 '1ソ|二・9 2 "1'-'1:. . l(l3 "1ソ1:
Bコース 3，OOOm

11 両校生以 L:~30歳までの9Jチ Dコース 6，OOOm

í~向校生以 上~30級までのk f- Cコース 4，OOOm

133 1成以 |二~45歳までの9J f- 0コース 6，OOOm

1 (3 1歳以上~45絞までのム: (- Cコース 4，OOOm

10146歳以上~55歳までのタJ-J土 Cコース 4，OOOm

16146歳以と~55歳までのk (- sコース 3，OOOm

l奇56歳以 l二の51J子 Bコース 3.000m

18'56歳以上の女チ Aコース l，500m

1奇ー弥生クJk年齢制限なし({，j>:)JにJ，t、じて完ノじ)4，000111 

b表 彰 ① 各種目別の人'丘は第 3位までとし、

賀状、楯を援与します。但し、小学校は第 6

ニュースポーツで
いい汗かこう/

青年グラウンド・ゴルフ交流会
b日時 平成 5年 5月 30仁1Cfl) 午 前 9時

b場 所 ヨ王所川 原市菊ヶ l壬運動公l京l

b指導者 H木 グラウン ド ・ゴノレフ協会 将及桁

噂只

仁〉参 加対象者 一死所川JJí~di内 に助ヅjしている20

成~30成までのノ1)"

b募集人 員 30:i'， (タJ.kII¥Jわ ず)

b参 加料 一人1，0001'1(参 加賞、 村食あり)

仁>締め切り日 平);.父5年 5)J 2511 (火)

じ>申し込みと問い合わせ 尺所川以di教 育委品

会 社会教育課 宮 35-2111 内線 250

※グラウンド ・ゴルフとは、スティックとボーノレを使

い、ゴルフのようにボーノレをスティックでtJち、ホー

ルホストヘホールインするまでの打数を競うものです。

l 朝テニスのお知らせ
! がすがしい朝のひととき テニスを楽しみませんか?I

1 間 5)J~lO)i 

I :1揚所 ヨドJヶfi泌動公WIテニスコート

9 、|ι/，)(5"1'-5 JJ 1 11 

ィ、〉ーまで人:uとし、第 1イカ:から第 3付:まで:w:状

・相・貸出: 第 4位 か ら 第 6イカ;まで賞状 ・賞

riJtを侵 Ij今します。

くρ参)11吋「全以に記念品 (Tシャツ)を進日し

ます。

b参 加料 無料

じ>参 加 資格 小学校 5年 生以上の児童 ・4モ徒 ・

一 般

b参 加 申 し 込 み 先 五所川原市字桁木IUfl2

:11.所川似r!i教 ff委品会社会教育課

屯話 35-21.11 内線 248・250

b申し込み締め切り 平成5年 6月 10円(木)

じ>申し込み方法 所定の申し込 み 書 ( コ ピーで

も可) に 必 要 事 項 を 記 入 の 上 申 し込み下さい。

定員 50 0名 にな り次第締め切らせていただ

きます。

b注意事項

① 参加者は健康であること。

② 小学生 ・中学生 ・高校生については保護者

の承諾書を添えて rl'lし込み下さい。主催者が

保険料 を 負 担 し て参加者全 員 を ス ポ ー ツ傷 害

保険にカ11人させますが、それ以上 の 占 任 は 負

レ、かねますので十分注意して下さい。

こんなところにもあった/僕らの遊び揚発見
第10回

全国一斉ウオークラリー大会
五所川原会場

. 日 時 平成 5年 5月 16日(日) 午 前 9時

受付開始午前10時全同一芥スター卜

・集合場所 おまつり広場(五所川 原市役所前)

・主 催 阿北ヲ-1.レク リェーション協会

・ 参加対象 だれ でもよい

.チーム編成 1 チーム 3 ~ 5 名

4・参 加 費 1チ ー ム 50 OPJ (21'，以下の場

合 1人 20 0円)

・操行品 気軽にタける服装、昼食

4砂締め切り日 5FJ 12日(但し、 大会当 flq 1し

込み nJ)

・ 申 し込み先 菊地久子 (0173)34-5735 

五所川原市字八君主菊20-35

・雨 天 の 場 合 ( 雨 天 決 行、荒天時'-1'止)

時間 AM6: 00~AM8 : 00 

(この1::JM:';iJlrl山に使刑できます)

会 費 1，0001'1 (1シーズン分)

申し込み先 1(1妓 コー トへおいで下さい

問い合わせ ポプラテニスクラブ835-9335 (必阿)
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やさしい税の解説書ですノ

平成 5年度 

税の しお り 

1)111 
111 

青森県納税貯蓄組合連合会 

五 所 川 原 地 区 支 部 

粗大ゴミの収集をします 

収集月日 収 集 区 域 
申し込み 

締め切り 

5月17日 旧市内、湊、湊団地 5月13日 

5月21日 
若葉、松島町（吹畑含む）、 
みどり町、雇用促進住宅 

5 月17日 

5月25日 
七和、梅沢、長橋（興隆）、 
栄、松島 

5 月20日 

5月28日 
飯詰、毘沙門、三好、中川 

（桃崎）、長富 
5 月25日 

Cン出してもよい物洗濯機、冷蔵庫、テレビ・
ベッ ト、 タンス、 イス、テーブル、 ミシン、 

ジュータン、机、空ドラム缶、 自転車、石油 

ストーブ、 スノーダンプコ 

＞出せない物 リヤカー、農機具、バイク， ホ 

ームタンク、 古タイヤ 

）申し込み 保健環境課（内線269番） 

＞粗大ゴミには名札をつけてください。 （申告 

と名札のない物は、」収集しません。） 

ン各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします。 

」反集日の朝 8時まで出してくださレ、。 

レ斡 旋 価 格 1冊330円 

ン購入申し込み 5 月21日 

五回「川原市納手党貯蓄組合連合会事務局 

（市役所耶z納課内） （内線322) 

北辰大学 

平成5年度受講者募集 

6 月からリ排溝する北辰大字：（泊】齢者教室） 

の受講者募集を単ィ立老人クラブを対象に行 

っていますが、耳刻立老人クラブ員以外の受 

講者も募集しています。 

（】）目 的 

健康で文化的な生活「を求めつつ学習、 レ 

クを通し住みよい街づく り、仲間づく りべっ 

連帯感を高める。 

(2）資 格 

市内に在住する60歳以上の健康で通学て二 

きる方。 

(3）締め切り 

5 月 1 4 日 （金） 

(4）申し込み・問い合わせ 

三Iカ折川原市教育委員会社会教育課 

北辰大学係 

電話 35-21 1 1 （内線 248) 
‘． 

交通安全は家庭から 

窮週口故認認（猫器婦 
五所川原市交通安全対策協議会 

県 内 五所川原市管内 
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シートベルト しめる心が身を守る 

危険物取扱者試験実施と 

事前講習会の開催 
〇試験日 6月20日（mー般（「笥校生以外の学生も含む） 

6 月270(H)高校生 

〇試験会場 一 般・・・青森公立大学、弘前東 I. 

業高等！li糾交 

高校生…青森工業高等学：校、 弘前 

東 1二業高等学校 

〇種 別 甲種・乙種・丙種 

〇受付期間 5月10日～5 月170 

※願書は消防署にあります。 

〇講習日 6月 3 日（飼 9時～17時（物理化！学） 

6 月 4 日（ Iう 9時～17時（消防法令） 

〇講習会場 五所川原市字鎌谷町（市中央公民館） 

〇受 付 当口会場にて 8 時30分より。 

〇問い合わせ 木村石油（胃34-3165) 

「
 

平成 5 弁 5月 l0 10 

粗大ゴミの収集をします

収集月日 収集区域
Ijlし込み

和iiめ切り

5月17日 ILI rI i内、 1奏、淡|、11J山 5) J 1311 

5月21日
右菜、松山IIr(1次刈|含む)、

5片1711
みどり町、i1r~則促進fJ:'七

5月258
七平日、将I}V¥、i三怖(!I'l.tl径)、

5 ;-J 20 11 
栄、松j

5月28日
飯詰、 r~沙門、三灯、 '1 リ 11

5)J 2511 
(桃l崎)、長山

c>出してもよい物 洗出機、冷バ約，Ji.、テレビ¥

ベッ ト、タンス、イス、テーブノレ、 ミシン、

ジュータン、机、ヰ:ドラム{I;-、(i'1以 '1仁、イi打11

ス トーフ 、 ス ノーダンプ

じ〉出せない物 リヤカ 一 、出機H、バイク、ホ

ームタンク 、 ムータイヤ

b申し込み 保位以境説(内線 2691fi:)

じ>組大ゴミには名札をつけてください。(iJ1 ~I ，' 

と名札 のない物は、収集しません。)

b各家庭;からの半1l大 ゴミは 3個 までとします。

収集 11の朝 8時 までiJ¥してください。

やさしい税の解説書です/

平成5年度
税のしお

凶

( 青森県納税貯蓄組合連合 会

し1ip，とJlf-J1J三三主一一
じ>斡旋価格 1111t330lJI 

b購入申し込み 5}12111 

五所川原r1-i納税貯蓄車11-fi辿介会 事務j"J

( 市千支所収*~斜l人J) (内線322)

!jt反対:
! 平成5年度受講者募集
I 6引6)J川jか ら川M凶IJ附附j升刈十け附lいi

.の受措行4必エ1集iι主を iけÌÎ-叫fれ、'd在主人クラフブ、をえ必刈:リI~象決に 1 J' . 

;つていますが、 lj'Lイ他人 クラブLl以外の 交

i市 有 も 必1たしています 。

! (1)目的

仙んJ~で文化的な11=.1円を求めつつγ:判、 レ'

e クを通しイ}ーみよい術っくり. {"'I:¥Jづくりベコー

十 .ìiliイ g;t'~!{ を，~，'Jめる。

イ2)資格

，Ii内にイIcイ1，する60成以 iーの{位以でi凶γーで j

きるノ}o

; (3)締め切り

! 5)J1" " (金)

パ1)申 し込 み・ 問い 合わ せ

h.riJr) IIJJ;( ，1 i教育委Ll会 f1 会教 f{ ， j~ ; 

~tJ.氏人γ・係 ; 

'むJ百 35-2] 11 (内線 2 ，j 8) ; 

交通安全は家庭から

g喪ヨ白 g 印 臼 初 (巾Jf?日 け 山 川 〈 句1T川%川I1作伯ね川川j介村品悩!臼凶凶Jふぷ)J;
五 P所斤川 j原奈市交 i通盈安全対策協議会

y在'1=I 2;?? l， I t) .1 
IL ，. (+ 1 ;)) 1 ( - 6 ) 

門 I]l;l(l;j行「

シートベルトしめる心が身を守る

危隙物取扱者試験実施と

事前講習会の開催
。 試験日 6川 2011(11)一般 (，:':jf}11以外OY{:'IもfTむ)

6 )J27(I(II)高校生

0試験会場一般 山森公¥'/大'ア、づj，liiiJ.-k1. 

業正:j勺，[;，.{:校

高校生 Jんf毛森 l仁一J業佐r~ "万，'j作i

b京4ねf.L 1仁;五来業芝芝;1:山:に汗r;.;γ: 校

0種別 fl'伺 ・乙相 ・内相

0受付期間 5)J]Oll~5)J]711 

※順，I}は消防特にあり ます。

0講習日 6)]311(付 911与~171 J年 (物.fl j!イヒ 'γ:) 

6)J L) II(I ) 911 ，'J'~ 1 7川 (1f'í lりJ法令)

O講習会場 ":liJf川山，Ji'j<鎌作IlJr(，jj'I'央公l(t!'rD

O受付 、'i11会 場 に て 811.'J'30分 よ り 。

0問い合わせ 木村ィii1l1 (宮 34-3]65)

f'I&5{[;))j I 11 10 



が身も心もさっぱり米米米米米うト・【米iド 

1 健康相談室へどうぞ~「 
米斗米う診●来来＊米米素うに米、、米苔、米米米米う二％一米米 

＞対象】二五所川原にお住いの方で、 ご自身及び 

家族の身体ぐあいの事で心配されてい 

る方 

）内容】血圧相言炎、病気の相談、心の相診乏 

＞料金】無 料, 

）持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

ン保健婦力畔目談に応じます。 

開 	催 	場 	所 開催月日 開催時間 

福 	祉 	会 	館（下平井町） 5月10日山） 10 : 00--12 : 00 

俵ル農産物加工センター 5月10日山） 11: O0--12 : 30 

コ ミ ュニテイセンタ一栄 5月13日（木） 10 : 00--14 : 00 

種 	井 	集 	会 	所 5月17日明） 10 : 30---12 : 00 

松 	島 	会 	館 5月19日困 10 : 00-i1 : 30 

毘沙門・長富コミュニテイセンター 5月19日困 10 : 30-12 : 00 

姥 	落 	集 	会 	所 5月20日困 10 : 30-12 : 00 

コミュニテイセンター敷島 5月21日（金〕 13 : 00--15 : 00 

森 	の 	家（若葉） 5 月23日（刊 10 : 00-12 】 00 

旭 	町 	集 	会 	所 5 月24日叫） 10 : 30-12 : 00 

今年から集団検診が変わります 
市では今年度から、今まで別々に行二っていた

集団検診を、 まとめて1日で受けることができ

る総合健診として実施します。病気の早期発見、 

早期治療のため1年に1回の健康チェックに、 

ぜひ総合健診を受診しましょう。 

〇検診日程】9月～12月 （38日間） 

〇検診場所】市保健センター 	 ー 

〇申し込み期日】7 月 1 日～15日 （予定） 	, 

〇料金等の詳細は 6 月の広報でお知らせします。 

検 診 の 種 類 対 	象 

①基本健康診査（循環器関係） 040歳以上（S 29.3.31 
生れまで）の男性は

①～⑤ 
040歳以上の女性は
①～⑦ 

030歳～39歳（ S 29.4. 
1--S39.3.31生れ） 
の女性は 
⑤～⑦の検診を受け
られます 

②胃 が 	ん 	検 診 

③大 腸 が ん 検 診 

④肺 が 	ん 	検 診 

⑤結 核 	検 診 

⑥子 宮 が ん 検 診 

⑦乳がん・甲状腺検診 

〇注意 （1)H 5年4 月から医療機関でミニドック（基

本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診を受けた方は、 

同じ種類の検診は集団では受けられません。 

(2）全部の種類の検診を受けることが原則ですが都合

のある方は選択も可能です。 

〇問い合わせ 保健環境課健康推進係 内線 268・272 

みんなの健康教室 
ン日 時 

5 月28日（金）午後 1時 

ン場 所 

市保健センター 

レ講 師 兼平亘先生 

（兼平内科小児科医院長） 

レテーマ 北欧の福祉 

主 催 北五医師会・市保健協議会 

r 	局月皐角 
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市役所 i35-21 11 

 

    

    

I 献 血 

期 日 時・ 	間 場 	所 

5月 7 日 

（金） 

午前10時から

正午まで 

広
丸
水
 
田
中

産
 
開
 
原
 
中
 
央

五
前
 

午後1時から 

午後 4時まで 
西北中央病院前 

うす味料理講習会 
～力ルシウムをもっととりましよう～ 

対 象 地 区 開催月日 締め切り 開催場所 

五小学区（小曲は除く） 5 月12日困 

南 	小 学 	区 
大町、東町、布屋町 
弥生町、本町、鎌谷 
町、烏森， 	・ッ谷、 
卜り枝，八重菊 

5 月14日岡 

5 月10日田） 
市保健 

センター 
南 	小 	学 	区 
岩木町，不魚住、川 
端町，栄町、新町、 5月19日困 
田町，寺町、蓮沼、 
ル町‘柳町 

ン時間】午前9時30分～午後 1日寺 

ン献立】豆腐のピカタ、 ほうれんそうのサラダ 

長芋スープつ 

ン料金 I 無 半斗 

う持参するもの】みそ汁（小ビンに入れて） 

健康手帳、 ごはん、 エプロン、筆記用具 

）申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙があります） 

11 平成5,5月 l日 

市役所 n35-2官官官

|献血 !

WI 11 11年 l/il 。"J 日tf

ノ!二riiilOA.'iから 1ム 111

5)1711 
k!r::まで

メL'I'h:ti)f}IIJJ;(中央
水産liij

(合)
午後 1U年から

J午後4附 で
州北 '1'央病院内ij

;…一瓦ん去ら健民会:量一つ
じ>日時

5 )J 28" C合)午後 111.'1'

1>場所

rli保健センター

じ〉講 師 枚、|ζr(jVI:

Uft"'v内科小児科!吋i，'e.bぇ)
じ>テーマ 北欧の作品L .. 回... ! 

; 1>主催 北 fd天nrli会 ・rli保健協議会 l 

うす味料理講習会
~力Jレシウムをもっととりましょう~

対象 l位以 IJfH1U111 締め切り 1 JfHliUJ}1 ，r 

11>1、γ'1メー(小11111土除く) 5 )11211 (村

lij f 1)( 

rill 点IIIJ 仙 JHIll 5)1111Wd 物、ノ|担校IJ、+;IIIJ、鎌谷
rli保仏tIIlr， .f.H~託、 ッ谷、

卜り ‘ ハ，T(岸j
5 )IIOII(JI) 

センター
Iy，j 小 γ |メー

rill 州 i特出i「 jl | ! | ! 5)J1911凶;r~illlJ、 IIIJ. WrnlJ、
IIIIIIJ、'柑A)l|-l H1!、 'if{、
jじIIIJ、 IIIJ

b時間 午!日j9 H#30分~/I :後 日i年

b献立 川腐のヒカ夕、ほうれんそうのサラダ

よえ:'(:スープ

じ>料金 1!肥料

b持参するもの みそtl' C小ヒンに入れて)

f付!U-iT-- rl~長、ごはん . エプロン、市"己川 J.!.-

じ>申し込み先 地 1)(の保仙!tfJ)J員へ(参))11111し

j6みm紙 があります)

11 'I!/J~ 5 qo 5 JJ 1 11 

料 身も心もさ っぱり綿制暗線料4

3健康相談室へどうぞ E
'~~~'1t: .;~Bt~~時余傍や態.;t;.$時母様時事場惨様替暗空事 rf.""

b対象 五所川原にお住いのみで、ご II身及 び

家族の身体ぐあいの '1τで 心 配 さ れ て い

る)j

b内 容 JUL} r:相談、病以のキIIJ炎、心の十11談

b料金 無料

じ〉持 参 するもの 他版下11長(お持ちの);)

b保健婦が相談に応じます。

1111 ftf' j品 I~i IIIHげ月 H fJIJ 1花H年/1¥1

tll A 館(ド、".)1:111]") 5 JJ 1011 (JI) 10: 00~12: 00 エζ

11< }己 J;~ I可一物 JJII1センター 5)J 1011 (11) 11 : OO~ 12 : 30 

コミュニティセンタ一栄 5 )113 H I~':) 10: 00~11 : 00 

H( )1 w. 二i、ζ 19i 5 )'l 171HJJ) 10 : 30~12 : 00 

松 -iιA 、 ilH 5 J11911附 10 : OO~ 11 : 30 

12沙1"1長'11;Vコミュニティセン宇一 5J11911附 10: 30~12 : 00 

N~ ぇ~ l，H JJι3、‘ r9i 5月20LI凶 10 : 30~12 : 00 

コミュニティセンター激品 5)12HII付 13: 00~15: 00 

バAFA4二 0) 家(.f'i:~主) 5 )J23，"llr) 10: 00~12: 00 

IIll IIIJ 立、 JJEヘドJ f~片 5 )124 [l(JI) 10 : 30~12 : 00 

今年から集団検診が変わります
市では今年度から、今まで別々に行っ ていた

集 1，)-1検診を、まとめて 1Aで受けることができ

る総合健診 として実施します。病気の早期発見、

'T'-WJ治療のため 1年に 1jnlの健康チェックに、

ぜ ひ総合健診を受診しましょう。

0検診日程 9 月~12)-] (38 R 111]) 

O検 診 場 所 rl1保 健 セ ン タ ー

0申し込み期日 ー 7 月 1 F-1 ~15 F-1(イ，定)

0料令等の詳細lは 6JJの広報でお先11らせします。

検 u舎の純恕i 主I 象

11kH.:仏tl.お診究(術m総関係) 040t，境ιAI-.(S29.3.31 

{2， r~1 が ん イ食 n喜らγ 
'1れまで)のリH'I:は
1 ~，'5、

3大 I1幼がん検診 040/，世j.:J.I.O)y;tH士

1 Ildi カE ん 検 ロヨグト
1 ~' 7 

0 30政~39成(S29.4 
5庁JI 以 検 "格" 

1~ S39.3.:31/I-:ul 

Ei r がん検診
のkM'は
品、'-"""'171の検診を受け

7乳がん ・1]1状腺倹，;告 らオLま寸ー

0注意 (1)1I 5 '1'.1) ) jからl災僚機関でミニドック(ぷ

イメ{札し診)、('，';1，がん ・手しがんのイ|判別検診を交けた)jf'i，

f，ijじH¥'Jitfの検1診は集卜J'Iでは受けられません。

(2)令..干1Iの純絞iの検n企を受けることがIJ;mljですが部介

のある )iは選択も "fii8です。

0問い合わせ 保健広:生境え~l仏tU"i抑進係、 内線 268・272
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赤蔭ジいサんにぎはて二私た三ち“のまち「 

生まれたりんこです 

果肉のほかに、花や若葉まで

赤～いりんごの風情をお楽しみ

ください。 

0
0
 

赤～いりんご
コンサート 
10 : 30-13 

赤～いりんごの
鉄人レース 
13: 00-15 :00 

ノ 、 

赤～いりんごの花と 
―日遊んでみませんか。 

会期 

五所川原市 
総務部総務課 

TEL 35-2111 
（内線325) 

協賛イベントI 

西北五地方芸能大賞 
5月7 日（金n8 : 00 市民文化会館 
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130 

写真コンテスト 

8H 11, 00-15:OO 
9日 9 一 00-15:0O 

露店 
10数店の露店 

生活改善グルーブ 
りんご料理 

加エセンター 
ジャム、ジュース 

鎌谷町々内会 
うどん、そば、 おでん 

NTT 
テレホンカードの販売 
郵便局 
絵はがき、切手の販売 

ATV（青森テレビ） 
ぬいぐるみ、ゲーム機など、 
子供たちを対象にしたもの 

お茶会（野点） 

I 野点 

ソら、’で三ン 子供の国 

、」Y ヤ”器糠礁鈴L L おも 

緯昌蕪白を SLカ走る 

5月9日（日） 

会場 

五所川原市消防
団定期観閲式 

綱引き大会 

10 : 00-13 : 00 

ツ 8胃～ 9 (H) 
会場 市内ーッ谷 

赤～いりんご並木道 ◇ 

5月8日（土）」 

9: 00-12 : 00 

ワインー口試飲
コーナー 
10 : 00-13 : 00 
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オープニング
セレモニー 
11' 00-11 :30 

ワインハーティ 

12 O0-14 : 00 

か 
民謡大会 

12 : 00-14 : 00 

アームレスリン
グ大会 
13' 00-15 00 

一夢
 

平成 5年 5月 1日 12 

1. A 1 グ大会
......__~J1 f 13.00~15.00 

;乙SJ
と材、トいりんご
ど;)) r-' コンサート
¥_' J_;. 10 . 30~ 13 • 00 

赤~いりんごの花と
一日遊んでみませんか。

E認a
五所川原市
総務部総務課

T E L 35 -2111 
(内線325)

E盟
号/ 8 官~9 官
E司 市内ーツ谷

赤~いりんご並木道
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最言 ミ誌をミニSLが走る

平成5年 5月 111 12 
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